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ま　　　え　　が　　き

玉名・．ギヤードモータ（五官・ＥＺシリーズ）は効率が高く，堅ろうで取り捷いに便利な揖造と，安

定した性能により，安心して長期間こ使用願えるものであります。しかしながら，取り扱いに

誤りがあると寿命が著しく短かくなるばかりで夜く，思わぬ事故をひき起します。こ使用前に

かならずこの説明書を熟読されて，点検・取扱・保守をどにじゅう分と注意をお願いします。
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1．構．　造（付図　内部構造図参照）

Ｅアシリ　ーズ形ギヤードモータは　フランジ

形電動機を直接ギヤケースに取りつけた　自己

給油式の歯車減速機であります。歯車はハスバ

を・軸受はコロガリ軸受を使用し，油槽車かね

た密閉ギヤケース内に　シンプル　ギヤｉレン

をなして配列されていまナ。歯車・軸受の潤滑

は　ギヤケース内の油のハネカケにより行われ

ます。ただし，低速軸の外側と．電動機軸の軸

受はグリースで潤滑されます。

‡Ｚシリーズ形歯車滅速機は　電動機のかわ

りに高速軸を組み込んだブラケットを取りつけ

たものであります。

2．点　　検
据付前に　つぎの項目について　点検・確認

してください。

（1）銘板に記載のｋＷ・歯数比・軸回転数，

電動機の形式・電圧・定格をどが　こ注文

のものに間違いないか。

（2）輸送または保管中吋換傷していないか。

打こん・き製がないか。

軸を手で囲わしてみて，異常音ヰ　ヒタ

カカリがないか。

3．据　　付
据付ほ手落ちがあると，振動・蚤音あるいは

異常を海産上昇を生じ，耐久力が著しく渡少し

ます。また，大きな事故の原因とをりますので，

慎重に行ってくたさい；

（1）基礎または据付台は　じサう分がん丈に

してください。

（2）ギヤケースをねじらないように，低速和

がてきるだけ正しく水平になるようにして

据付けてください。

（3）計画と異なった取付方向に振付ける必要

を生じた場合は　か在らずお問い合わせく

ださい。許容範囲を■とえて傾斜して据付け

ると，潤滑に支障を来たナばかりでなく，

ギヤケース外部や　電動機内部へ油もれを

生じることがあります。

4．相手機械との連結

直結の場畠亮・クワミ軸継手車おすすめしま

す。チェーン・歯車による場合は：．スプロケッ

ト・歯車のピッチ円径を軸径のａ倍以上になる

ように選んでください。（カタログ参照）－

低速軸へのⅤまたは平ベルトの使用は，吏－

クの場合と異をり　低速・大トルクで動力伝達

を行をうため，減速機の軸・軸受また　ベルト

自体も苦しく在るので　極力さけてください。

軸端直径の仕上公差をｍ6にしていますので，

軸継手・スプロケットなどの穴径公差はＨ7

が適当です。

4．1　タワミ軸継手による場合

（1）継手フランジは，面プレおよび外周フレ

が0．05ｍｍをこえか、ように取りつけて

ください。〔図1〕

〔図1）

（2）両方の軸心が一致するよう入念に調妾し，

向き合ったフラｒジ外周および端面のスキ

マにより確認してから．連結してください。

〔図2〕

（不良）　　　　　　（不良）

〔図2〕



4．2　チェーンによる場合

！1）スプロケットま　継手フランジ同様側面

・外周のフレに注意して取りつけてくださ

い○

（2）両軸を平行にし，スプロケットの歯中心

の位置を合わせて，チェーンか軸と直角に

なるように据付けてください。〔図3〕
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（図3）

ほ1スライドレー′レを使用す卑ときは，2本

のレールのギヤケース取付面が水平な一軍

癌とをるエうに各レールを振付け，その上

にギヤケース告取りつけてくたさい。

〔図4〕

【図4〕
1

4．3　歯車による場合

（1‡両軸を平行にし，相手歯車と‾かみ合あせ

て適当なバックラヅシ（華ジュール×

0．05～0．11】1ｔｎ）が歯スジ打沿って－・様に

保たれるように　中心距離を決めてください

い。〔図5〕
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〔図5）

2

（2）光明丹などで歯当り・を調べ，片当りのを

いように調整して据付けてください。

〔図6、〕

〔図6〕

4．4　ギヤケースの固定

相手機械との連結が完了したら，ギヤケー

スの足打ノックビン（2ケ所）を打つか　ヌ

トッパをとりつけて，負荷ほよってギヤケー

スが移動し夜いようにしてください。

〔図7〕

＆達　転　－
（1）銘板に示さ九た潤滑油を，オイルダーク

指示榛より少し多い目．に注油します。

（2）運転を開始すると油面が少し下がります

のセ，・運転中打おいて指示線に一致するよ

うに補給・または排油してく・ださい。

・（3）最初は相手機械との連結を外しそ無負荷

運転し．つづいて連詩を行って登負荷から

始めて　最後に全負荷の運転時入いること

．を希望します。歯面のナジミがよ．くをり，

歯車の寿合が長くを、りますｄ、

亡＞付表　スイセン潤滑油参照

6．保　　守
6．1‘満都由の交換

交換時期封よび油量は　銘板に示してあり



ます。負荷条件がきびしい場合　周囲温度が

高い場合は．早い目に交換してく．たさい。

（1）油の交換

交 換 時期

延 2 5 0 0時間

または 6 カ月奄 の

何 れか早 い時期

交換の際は，ギヤケース内部を洗い油で

洗浄し，沈でん物を取別除いてから　新油

を入れてください。

（2）∴グリースの交換

・交換時期
高速軸　 6 カ月毎 ＿

低速軸　 1 年毎　 ＿

カバーを取り外し，古いグリ　ースを取り

除いてから　新しいグリースを軸受空所の

1／2　程度つめてください。

グリースニップルがついている場合は，

外部からグリースガンで補給することがで

きせす。

6．2　点　　　検

運転初期は　とくに注意して点検しなけれ

ばなりません。その後も定期的に点検して，

異常を認めたら直ち，に調整または修理を行っ

てください。処置でき在い場合は　速かにと

連絡ください。

佃　沖面は正常か（運転中において　オイル

ゲージ指示椴打十致しているか）・

ａ）ギヤケース綴じ合わせ面ボルトのゆる

み

も）オイルシールの破損または取付不良

ｅ）許容範囲をこえた傾斜据付

などにより．油もれを生じていないか。

（2）異常を寮音・振動がないか

ａ）モータ・相手横械の寮普・振動がをい

か。

い据付・連結に異常を来していないか。

ギヤケース足め一束ルトのゆるみ

チェーンの摩耗　など

ｃ）潤滑油銘柄・油量は適当か。

ｄ）内部歯車・軸受が故障しでいをいか。■

（3）ギヤケースを触りてみて

異常な濫度上昇がないか。

ａ）潤滑油銘柄・油量履適当か。

ｂ）過負荷にをってい庵いか。

ほ）できれば1年に1鹿程度分解掃除してく

ださい。

じゅう分夜点検・手入れができて．より

長期間使用することができます。

6．3　防錆処理

達転休止・保管・輸送などにより二長期間

運転を止める場合は，内部歯車・軸受のサビ

止めのため，ギヤケース内にサビ止め潤滑油

（ＪｔＳ Ｚ180ａ）を入れ，約ｌ分間無負荷

運転して排油してください。防錆効果は6カ

月くらいです。

7．分解・組立
7．1　分、　　解

潤滑油をぬき・とわ，先にモータ（または高

速軸ブラケット）を破り外してから　或速磯

部を分解してゆきますふ

7．1．1　ユニットサイズ玉Ｂ25まで

（1）モータを取り外す

ａ）取りつけがルト㊥をとり，合フラン

ジ㊥の鍵じ合わせ面につけてある2カ

所の凹部にドライバーの先を入れ，＿こ
ｌ

じ上げてイン自費外しますム

〔図8〕

（図、8〕

ｂ）モー針は紬端に第1段ビニオン㊧を

つけたまゝで外れますので，ギヤとの

カミ今イに注意して取り外します。

3



（2）カバーを取り外す

モータ側に適当な台をかませ，低速軸

が上向き垂直にをるようにギヤケースを

立てて行ないます。

ａ）ボルト㊥を外し．うち2本をネジ先

にね‘じ込みジャ†千ボルトにして，カ

バー㊥を外します。（2本のボルトを

平均にねじ込ん■でゆくと，合わせ面が

うき上り　インロが外れます。

〔図9〕

カバーが重い場合は．ネジ穴にアイ

ボルトをねじ込み（．インロを外してか

ら），ローブを通し　つり上げて取り

外してください。

も）カバー中心にオイルシール⑲が入っ

ていますので，カ′く一を軸から抜き取

る際は，軸端部を紙で巻くなどして，

キーみぞでオイル’シ・一ルのリブブを傷

っけか、ようじゅう分注意してくださ

・い。〔図9〕

〔図9）・．

（3）低速軸を歯車・軸受をつけたませ取り

出す。

ａ）低速鞠㊥を第’2段ギヤ上面れギヤ

ケース．の中間軸軸受箱に当たる所まで

上げると，下側の軸受＠が軸受箱から

完全ほ抜け出るの■でｔつぎに水平モこ動

かして　真上に引き上げます。重い場

合は，．軸端にレースドッグ（ケレ）を

取りつけ．ロープをかけてとり出しま

す。

4

（4）第1段ギヤ料まび弟8軸ビニオン軸を

とり出す。

ギャグースを床上に水平に置き直して

行ないます。

ａ）軸端のロットナブト・ワッシャ㊨を

とりますｏ

ｂ）第2段ビニ女シ料⑳のギヤ側軸端に

適当竜樺を拳昔・；云シマでたたき，第

1段ギヤ＠と軸とめ人メ丁イ（テーパ

あわせ）を外し∴ギヤを高速側から．

軸は軸受をつけ＝たせゝ反対側から取り

出しますｑ〔図10〕

‘㊥垣て

（図10）

（5）内部歯車の分解

内部歯車は∵歯音・軸受を交換する場

合に分解しまず。

ａ）第1段ビュオン＠はモーー…ク軸とテー

パ合わせになっていますので，かなら

ず抜き工具（プ・－ラをど）でぬき取っ

てください。（図Ｉｌ〕

く注＞　ＥＦＡ形の第1段ピニオンはモータ軸と
直歯切しています。

Ｌ ｔ図Ｉｌ〕

も）軸受およ－び第2段ギヤのぬき取りに

は．抜き工具または水圧横を使用して

ください。



7．1．2　ユニットサイズ宣23以上

ギヤケースが上下2ツ割わ形となってい

るため，分解は至って簡単です。

（1）モータを取り外す

ボルト⑳をとり．うち2本をモータフ

ランジのネジ穴にねじ込み，＿インロを外

してとり外します。

（2）カバーを取り外ナ

ａ）油止板④◎を取り外しまナ。油止板

④には．オイルシールが入っていまナ

ので，シールのリップを飯っけ夜いよ

うに注意してください。

〔図9参照〕

ｂ）鋼板ギヤケースの場合は，先に止ね

じ㊥を外し，スリンガ⑳を取ってから

油止板④を取り外しまナ。

0）ボルト㊨およびネジつきテーパビン

㊥を取り，カバ⊥㊥のフックにロープ

をかけ，傾かをいように注意してつり

上げて取り外します。

ネジつ．きテーパビンは　ネジ部のナ

プトを右に廻わすと　ビンが浮き上少，

手で抜き取ることができます。

（3）内部歯車の取り出し

カバーを取る．と，ギヤーケースの上半

部が完全に顔放されます。キャップ⑥を

とり，内部歯車を靡次とり出しまナ。

‘キャップのネジつきテーパビン㊥は，タ

メー用ビン㊥のナットを使用して抜き取

ってください。

7．2∴組　　　立

組立は分解と逆の僻序で行ないまナ。組立

作業中は，内部とくに軸受や歯車が合イ面

に異物が入らぬ皐ラビ注意ください。

（1）内部歯車の組立について

ａ）軸受の取少つけは，なるべく油ヤキバ

メとしてください。

ｂ）テーパ合わせの歯車は，軸にはめた後

に．端面を平均にたたいてテーパをしっ

かりとかみ合わせ，ロックナット・ワッ

シャで締めつけまナ。

ロ．ブクワプシヤの囲わり止めは　確実
に行ってください。

（2）ユニットサイズＥ2．8以上のカバーは，

先にＦン穴を合わせ　テーノミビンを打ち込

んてから，ボルトを締めつけます。

（3）ギヤケースの各合わせ面は　不乾性′くッ

キン剤を平均にぬ少，ボルトを均等に締め

つけます。

㈲　オイルシールを軸に差し込む際は，オイ

ルシール内周および軸（キーみぞは紙を巻

くなどして覆う）にグリースをぬり，リッ

プに傷をつけないようにして　ふし込んで

ください。

（5）軸受およびオイルシールの番号は　銘板

に示してあります。

以　上

一5



ＥＦ形ギヤードモータ　内部構造図

〔因12〕

〔因13〕
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〔図14〕　　　・
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部品名
1　モータ

111　竜一Ｊ∵フｌノーム

Ｍ　負荷欄ブラケプト

址ｉ　弥馴醐綬

ｌ川　モー■輪

現川フ7アン　′バー

Ｍ18押切り機

Ｍ加ロブクナットワｙクＪ

Ｍ21■一

山豊7イボノレト

Ｍ封‖町子頼

2　ヰ薫帯

ｌ　ギヤケース

2　カーく－

8　倉フランジ

4　抽止板（低速鋤）
▲■　　〝　シ▲

8　抽止板（中間欄）
8■　　〟　ゾム

8　キ■ブナ

丁　注油ロブメ

7■　　　〝　　ノミァキン

8　エアベント

9　掃除ロフ㌧′

！ｈ　　　ク　　′ミッキン

〔図16〕

ｌｌ　オイルシール

Ｉｌ　オイルダーメ

12　シール」トヤブプ

21鴇1段ビュオン

22　　〝　ギヤ

2・露呈縁どテオン柚

24　　〃　ギヤ

迩・低速触
2ｉ　♯受（中佃．内■）
釘－・〟1中佃牡外■）
洩　竺｛億遵軸内ｔ）
知　〝（低連●外■）
8：ス，ンガ

81カグー（中川■内■）

82　　〝　（中州●外蠣）

81　キ」（中川●〉’

鮎　〟（低速●）

88　ロブタナクー・タブツｔ（中間媚）

87　ロブクナタトワプシャ（低速欄）

払　ト′ワ（中間●内■）

紳　　〝　　中間■外■）

40　　〝　（他社♯）

るｌ　グリ　ースｉ　タブル

82　注油プラダ

5さ　耕油プラグ

ら4　タワース排出プラグ

6ら　ネジ付テーパーピソ（かパー杓）

56　　　　　〝　　　くキ▼タブ用）

87　丁イがル，ト．

由　櫓込ボルト（食フランジ用）

脚い僧込ボルト大（キャタ，7用）

軸　　〝　車（・〝．）

別植込ボルト（キニ′用）
鶴　欠伸ポルート大・パさ農産お

随　　〟　小・．♭
鵬　ポルｌ・バネ慶金付ｔカバー用）

随　　　　’〃　　　　（合アークｙジ用）

鴎　　　　み1．：　（油正義用）
釘　　　　　〟　　　．（抽止．振用）

68　　　　　〃．　　　＿（モー■用）

脚　ポルＩく種油白ブヰ用）

旬　〟、（腑ロブ▲■用ナ

れ　ナニ，ト・■亘座金付（合・フランジ用）

72　　　　　〃　　　（モー′用）

丁8　ナ＝（ヰ†，プ犬用）
Ｔｌ　　〝　（　　〝　　）

丁8Ｌ　〝　（キ十プブ小雨）

丁‘　〟　（　　〟　）

椚．血幸ジ（スサγガ用）
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EZ形歯車減速機　内部構造図

ユニットサイズ

E6′－E21

E81l一昔B2S

〔図17〕

瓦23・25・27

8

EZ6-EZ21,EZB11-EZB25

EZ23,25,27
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Ｅ26・－Ｅ41

部品名
1高速軸ブラケット

Ｉ11高速軸ブラケット

、ＢＺ　ト′ワ
Ｒ8　オイルシーノレ

Ｒ4　グリースエフプル

8ら　ボルトバネ座金付

Ｉｉ6　高速触

Ｉ168　カラー（高速軸）

Ｒ7　スリンガ

Ｉｉ8　軸受（高速軸内側）
月9　〃（高速柚外聞）
1110　ト　メワ

Ｂｌｌ　キー（高速軸）

屯12ロブクナット・ワプシ1（高速軸）
Ｂ21油止板（高速軸）
お22　　　　〝　　　　　シム

Ｉ＝兄∴ポルいバネ座金付く抽止収用）
825　ポールブタシュ

も26　　　〝　　　　ビン

し図19〕

2　減速部

1　ギヤケース

カ′バー

8　合フラ二十ジ

4　油止板（低速柚）
4ａ　　〝　シム

5　油止板（中間軸）
5ａ，　〝　シム

も　キャップ

7　注油ロブメ

7ａ　　　〃　　　ノ　ブ尊卑　′

さ　エ丁ぺＡ．ト

9　掃除臼フォ

9ａ　　　〃　　バブキン

10　オイルシ′－ノレ

Ｉｌ　オイ刀′ゲージ

21第ｌ段ビュオン

2之　　〟　ギヤ

2き　第2段ビニオン柚

糾．弟2段ギヤ

25　低速抽

鶉一触受（中間軸内側）

㌘　〝（．中間抽外爛）

お　〃（低速軸内側）

劫　〝　低速抽外＃）
80　スリンガ

81カラー（中間軸内側）

把　　〝　（中間軸外僧）

鋸：キ．一（中間柚）

88　〝　く．低速抽）
86　ログクナグト・ワッシ1（中間抽）

き7　　　　〟　　　（低速触）
ａ8　トメワ（中間柚内戚）

89　　〝　く中間柚外側）

40　トメワ（低速軸）

51　グリ　ースニップル

5ヱ　注淑プラタ

諭∵排油プラタ

54　タワース排出プラグ

55　ネジ付テーノくビン（ゴト′く－用）

56・　　　　〝　　　（キャブブ用）

57一　丁イボルト

58’植込ボルト（合フランジ用）

59’塵込粛ルト大（キャブプ用）

甲　　〟　・小（　〝　）

鋸十龍込掛ケトく高速恥プラケグト用）
82三大付ボルト大・バネ座金何

周・　　〝　ｒ　小・　　〃

鋸　ポメレト・ノくネ座金付（カノく－用）

鱒　　　　〃　　　（合フランク用）

ｔ沌　　　　〝　　　（油正春用）

即　　　　〟　　　（油止板用）

68　　　　〝　　（高速軸プラケツト用）

桐　ボルト（注油ロフォ用）

70　　〝　（．溜陰口7タ用）

れ　ナプトりくネ座金付（合フランジ用）

丁2　　　　　〝　　（モーメ用）

関　ナプト（キャンプ犬用

74　　〝　（　　〟

75　二＋〟．（．キャブプ小用

用　　〟　ぐ　　　〝

ＴＴ　血ネタくスリンガ用）

81油止複（ヰ間柚）
82　ボルト・バネ座金イ寸（カノく－用

88　　　　　〝　　　（　〝

84　　　　　〝　　　（抽止枚用

86　ナヲト　　　　　（カバー用

9



ＳＥＦ形ギヤードモータ　内部構造図

〔図20〕

ＳＥＺ形歯車減適職　内部構造図 たて形ギヤードモータの一例

〔図21〕
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〔図22〕



瓦才一Ⅱ形ハイドロフレックスギヤードモータ内部構造図
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〔図23〕

ＥＦ－Ｐ形　パウダーフレックスギヤード毛一夕内部梼造図
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〔図24〕
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